
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな頃から仲良しで、二人はいつも一緒でした。 

でも次第に「やもじろう」は「はりきち」をつまらないと思い始め、 

『もうおまえとはあそばない』と言ってしまいます。 

でも、はりきちは困った顔で笑うだけ… 

そして次の日も一緒に遊ぼうと待っています。 

 

成長すると共に、価値観が変わり、友達も変化していきます。

気の合う友達でも、得意なことが違うと、だんだん疎遠になって

しまうのはよくあること。でも得意なことが異なるからこそ、助け

合いができるのです。 

 

いつ読んでも、二人のやりとりに胸が熱くなり、 

ラストでほっこり、心が温まります。 


